
トレンドライン 

1. トレンドライン（切り上げライン・切り下げライン）：注文が溜まりやすく反応しやすい。 

 

 

 

赤い線は日足の上昇トレンドライン（サポートライン）。日足の調整波は 1 時間足では下降トレンドにな

っているので、下降トレンドライン（レジスタンスライン）が引ける。 

 

 

【ラインの引き方ルール】 

上昇トレンドの場合、高値を更新した安値同士を結ぶ。 

下降トレンドの場合、安値を更新した高値同士を結ぶ。 

ラインをレートが割った場合は、引き直すのではなく抵抗帯として見る。（新しい線を引くものではなく、

そのままで良い。） 

 



 

2. レジサポライン・・・レジスタンスライン（上）＋サポートライン（下） 

 

サポート：価格が下げ止まりやすいライン。上昇トレンドで安値に引く 

レジスタンス：価格が上げ止まりやすいライン。下降トレンドで高値に引く 

 

割れると役割が逆になる 

サポートを下抜け → 次はレジスタンスになる 

レジスタンスを上抜け → 次はサポートになる 

 

3. チャネルライン・・・上昇トレンド時は高値を結んだ線、下降トレンド時は安値を結んだ線。 

 

平行チャネル：トレンドラインに平行な線を反対側へ引き、上下 2 本で価格の通り道を作ったもの。価

格はこの中を行き来しやすくなる。 

 

 

【トレンドラインの注意点】 

・ラインはゾーンで見る。 

・ゾーンに来たら足確定まで待つ。 

・必ず上位足からトレンドラインを引く。 


